
2章
第 「科学する心を育てる」実践事例

これまでの保育を振り返り、職員皆で課題を見出し、保育の転換をはかろうとする保育園。保育者一人一人の思

いが交差する中で、子どもの思いに焦点を当て、子どもたちが遊び込む大切さを感じ、ねがいを実現していこう

とすることで、遊びの経験を軸にしたサイクルが生まれてきます。園全体で、「科学する心」を事例と関連づけ

捉えていくと、同時に遊びの重要性も見出されていくようになります。

園内で毎月行っていた『保育ラボ』を園内研修という形

から、日々の保育の振り返りやエピソード共有等、職員

ひとりひとりが思いを表現できる場へと変革しようと考

えました。

変革の当初は、他の職員の前で、保育の思いを発言する

ことに対して、緊張や不安が見られましたが、子どもの

様々な思いや子どもの思いから始まる行動サイクルを視

覚的に分かりやすく図にし、保育ラボの時間だけでなく

主体的に記録した保育のエピソードを持ちより、意見を

引き出すことで、保育者同士の対話が生まれ『たったひ

とりの保育』から『園全体の保育』へと変わってきたよ

うに思います。

↓論文全文はこちら

実践事例集
Vol.20

先生に聞いてみました

子どもの思いから溢れるたからもの

子どもの姿や思いを共有することで今まで想像の中で

『できない』と感じていたことも『どうしたらできるか』と

いう考えが広がり、その職員の姿を見た子どもたちが、自

分たちの夢を叶える新たな計画書を作成する姿も見られ

ています。

「科学する心」の視点を持ちながら保育者の願いと子ど

もの思いを融合していく日々が展開されています。

思いを共有しあえる保育ラボも進化を続け、ファシリテー

ターを設置することで思いを集約し、子どもの思いから

溢れる思い（夢）を現実に叶える日々が職員の大きな喜

びとなっています。

『保育ラボ』でのエピソード共有と検証

これまで毎月行っていた職員研修の場に、保育士の挑戦したいことや、保育の中でのエピソード

を共有、検証する時間を増やした。

ラボという名前は Laboratory（研究所）というところから名前をもらい、『日々のちょっとした出

来事も実験、研究していこう !!』という思いから制定している。

若手、ベテラン関係なく自分の意見を言える場があることで、今までの受動的な研修から、職員

ひとりひとりの、能動的な発言や参加意欲が見られると共に、相手の思いを受容したり、自分の

思いと重ねたりすることで、楽しい化学反応が起きた。

子どもの
「心が動く」

保育の
振り返り

社会福祉法人遍照会 東大沢保育園（埼玉県）

職員間で共有したこと（一部抜粋）

●子どもの思いを（言葉、表情、態度）大切

にし、逃さないようにすることで、自然とひ

とりひとりの気持ちに寄り添いながら、禁止

や制止の言葉ではなく、その子の良さを認め

ながら保育者も一緒になってイメージを共有

する事や作り上げていく事、目標へ向かうこ

とを楽しみながら行う。

●子ども自身が遊びこむ時間や、友達との関

わりの時間を大切にするよう心掛けることで、

遊びが途切れず、自分たちの興味を深めたり、

協力したりしながらイメージの共有を図るこ

とが出来るようにする。

●保育ラボも含んだ、職員間の子どもの『い

ま』の姿の共有の機会を増やし、子どもを取

り巻く環境が自分のクラスだけでなく、園全

体、保護者や地域社会にまで広がるよう働き

かける。

～地域の特性を活かし、
　対話を通して得られるもの～
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